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3.1.RME 理論における model 
日常性の文脈からカリキュラムや教材をつ
くる一派として Freudenthal 派が提唱する









どもにとって身近な状況の model（model of 




model（model for mathematical reasoning
以下 model-for と呼ぶ）へと発達する。 
Van den Heuvel-Panhuizen（2003）は， 











 図 1 Aiko の図 
が示す枠組みを採択する。この枠組みを採択
したのは，知識の形成過程を局所的に捉える
ことで，model-of から model-for への移行に
新たな視点が得られると考えたからである。 
 












































 教授実験は，新潟県公立Ｍ小学校 5 年生 5























第 2 時～4 時は，
A と B の蔟（蚕が
繭をつくる巣）について栄繭の様子を実際の
映像で見せ，混み具合の比較を行った。Aiko




 図 2 Aiko が描いた図 
 
図 3 Aiko が描いた図 
 
図 4 Aiko が描いた図 
 
図 5 Aiko が描いた図 

















ち困難に接した際に現れる model である。 
 次に Aiko は，A の蔟について繭の数から
空いている部屋数を引くことで混み具合を記
述する。このような model-of を以降引き算
model-of と呼ぶ。その後 Aiko は引き算

























この 2 を基準とした model-of は，数値を数え
るために Aiko が親しみ形成してきた model
であると推察する。Aiko は蚕 2 匹を解決のた
めの単位に設定し，累加の操作で空き部屋全
体の数を構成しようとしているのであり，2




ではこの model を，占有を示す model，と呼
ぶ。Aiko にとって占有を示す model は，解
決のための単位を累加し全体を構成する操作
から現れる。 















図 7 Aiko が描いた図 
図 6 Aiko が描いた図 
 
図 8 Aiko が描いた図 
の蔟は「半分の半分」という 1/2model-of を
2 回用いるという発見が Aiko の活動を促進





 5 時間目の問題 1 において，Aiko は 2 つの
テレビ番組の人気度を別の帯図に記述した。
Aiko は，ここでも 1/2model-of を用いて解決
を行っている。人気度を求める文脈において
も 1/2model-of を用いているのであり，4 時
間目の model が変容していると考えられる。 
 問題 2 で，23 人に対する 2 人と同じ人気度
で帯図を書くことを促すと，Aiko は 100 人
中の人気度について，視覚的に判断し 87 人
とした（図 6）。これは，占有を示す帯図の役    
           割が翻って用いられ  
           ているためである。  
           しかし帯図で視覚的  
           には同様の人気度を 
           描写することはでき 
           ても，一方の数値は 
           2 人のままである。  
                      これは，解決のため
の単位を適切に設定することができないから
であり，Aiko が 1/2model-of と引き算 model- 
of に固執しているからである。 
問題 3 で，問題 2 と同様の人気度で 100%
の帯図をつくる際，Aiko がドラえもんの人数
が 8人であることに到達した直接のきっかけ














乗法の式 0.6×14 を試す。Aiko は除法の式と
乗法の式を比較しながら包含除 model-of を
形成した。Aiko は式による解決を行った後，









る model-of を形成し描いたものである。3 時
間目同様，2 を基準とする model-of は Aiko
の経験から形成されてきた model なので，包
含除 model-of と結びつきやすい。 
 8 時間目の問題 1「山田さんの幅とびの記
録 2.4ｍをもとにしたとき，佐藤先生の記録
7.2ｍは何倍の長さになりますか。」で，Aiko
は固執 model である引き算 model-of を形成
し，7.2－2.4 という式を用いた解決を行った















図 10 Aikoが描いた図 
図 9 Aiko が描いた図 
図 9 Aiko が描いた図 




の長さになりますか。」で，Aiko は問題 1 と



























Aiko が 0.5m あたり 80 円を解決のための単
位として受け入れ，包含除 model-of を形成し
6 個ビルドアップする式 80 円×6＝480 円を
行ったのは，級友 Shousuke らの説明を受け
てからであった。 




決 3.2－2.4 を解答とした。これは，Aiko が
引き算 model-of に固執した解決を行ってい
るからである。 



















model は Aiko にとって心的形成物として
別々なものであり，その関係は強いとは言え










図 12 Aikoが描いた図 
図 13 
Aiko が描いた図 
 教師は Aiko がとった差 0.8 を取り上げな
がら，3.2 と 2.4 から 0.8 ずつとっていく帯図
を描いた Shousuke の解決を示した。そこか
ら帯図から視覚的に捉えやすい分数の解決を













し，20 とって 80m とした。次に，引き算
model-ofを形成し80と12の差を考えようと
した。その差を 3 等分し，不完全ながら全体







model である 80－12 は，単位を考える手が
かりとしての役割を持ち始める。 
 Aiko の帯図で示された最初の部分は 12m
であり，それが 2 つ 3 つと累加されていくこ
とが教師によって告げられると，Aiko は 24
＋12，36＋12，48＋12 を筆算することで，




記述するための model が占有を示す model
に発達した。 
 発表場面で，級友 Hideo が形成した 4m を
単位当たり量とする乗法 model が紹介され
た。引き算model-ofに固執し用いていたAiko




















 次に Aiko は，米の重さを長さに置き換え
ると，1/2model-of や引き算 model-of を用い












するための model や引き算 model-of によっ
て形成されたものだが，困難な割合の文脈に
即した際の Aiko の特徴的な model の逆行と
固執がここでも起こっている。 
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図 14 Aiko が描いた図 
図 15 Aiko が描いた図 
図 16 Aiko が描いた図 
 長さを用いた解決を終えると，Aiko はすぐ
に帯図を描き始めた。Aiko は差による
model-of や 1/2 を基準とした model-of を帯
図の目盛りを 10等分に増やすことによって，







Aiko は，1/2model-of に加えて，Hideo の等
分除 model-of を援用し，10％を解決のため
の単位に設定している。Aiko は，帯図に示し
た 1/2 の model-of について 32.5（ママ）と
付け加えるが，このことが 2.6 ㎏を正しく帯
図に表現することに役立っている。Aiko は，










 13 時間目では，Aiko は 6.5 ㎏を 100%と基
準に置いた帯図から書き始めた。1/2model-of
を用いて帯図の半分の箇所に線を引くと，そ
れを基準に帯図を 10 等分した。Aiko は，今
回も 10％あたりの重さを解決のための単位
に設定した。 


























分除 model-of を用いて解決に臨もうとした。 
 Aikoは 3200×100＝320000の計算を行い，














model である引き算 model-of に逆行した。 
教師の支援を受け，Aiko は 10 等分された




図 17 Aiko が描いた図 






32÷2＝16 の計算を行い，5%の値段 160 円
を考えた。教師の指摘を受けると Aiko はし














 ここで，帯図は割合を推測する model から，










た。Aiko は 10 等分の等分除 model-of を用い





み深い心的形成物である。その後 Aiko は 10
等分のmodel-ofを，4等分，6等分のmodel-of
へと変容させるが，これは 1/2model-of への
強い逆行であり，固執 model の再現である。 
 教師の支援を受け，Aiko は再び 10 等分の







30 円であることが分かると，帯図に 30 と書
き込んでいる。Aiko は 1%あたりの値段が 6





















その後固執 model である 1/2model-of や引き
算 model-of を用いるが解決に至らなかった。 
 Aiko は 9600×20 の計算の後，帯図を 10
等分し始めた。最初は 10％当たりの値段を
960円としたが，教師とのやりとりの後，Aiko
は 9600 円を 8 等分すればひとつ分を求める
ことができることに気付いた。帯図から式の
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図 19 Aiko の計算 
図 20  Aiko が描いた図 
図 21 Aiko が描いた図 
図 22 Aiko の計算 
図 23  
Aiko が描
いた図 


































































































みたのが第 12～14 時であった。 












5.3．Aiko が形成した model の役割 





















りする役割をもつ model である。 
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とした活動の構成 －第 4 学年・除法の筆
算アルゴリズムの形成を目指した教授実験
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